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報 道 機 関  各位 

 

   企画展「𠮷村コレクション―日常を彩る美―」の開催    

   について 
 

 上記企画展の開催についてお知らせします。ぜひ取材くださいますようお願

いします。 

 

記 

 

１．会 期  令和６年１月 25 日（木曜日）から令和６年２月 25 日（日曜日） 

開館時間：午前９時 30 分から午後５時（入館は午後４時 30 分） 

          休 館 日：毎週月曜日（２月 12 日（月曜日）は除く）、２月 13

日（火曜日） 

        

２．場 所  中山道広重美術館（大井町 176 番地１）展示室２ 

 

３．内 容   𠮷村コレクションは、2001 年に恵那市出身の𠮷村トシ子氏

（1920-2001）より寄贈された美術品コレクションと、寄付さ

れた資金により翌年に購入した浮世絵作品とで構成されていま

す。𠮷村氏の旧蔵品は日本画、洋画、工芸品など多岐にわたり、

その人柄をうかがわせるような優美で柔和な作品ばかりです。

また、寄付金により購入した「名所江戸百景」と「六十余州名

所図会」は、歌川広重が晩年に手掛けた代表作であり、今日に

おいても当館の主要なコレクションの一つです。本展では、𠮷

村コレクションから選りすぐりの優品をご紹介します。𠮷村氏

が日常的に愛で楽しんだ作品群をお楽しみください。 

 

４．主 催  恵那市、恵那市教育委員会、公益財団法人中山道広重美術館 

 

所 管 教育委員会事務局生涯学習課 

担 当 吉村 新悟 問い合わせ
0573-26-2111 

（内線 477） 

所 管 中山道広重美術館 

担 当 中垣 絵里 問い合わせ 0573-20-0522 
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５．料 金  一般 520 円（20 人以上の団体は 420 円） 

       ※18 歳以下無料 

       ※障がい者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健 

福祉手帳）をお持ちの方と付き添いの方１人は無料 

       ※毎週水曜日はフリーウエンズデー、毎週金曜日はフリーフラ 

        イデー（共に終日観覧無料） 

※毎月第１日曜日は「市民の日」で恵那市民に限り観覧無料 

 

６．図 版  

 歌川広重 

「六十余州名所図会 美濃 養老ノ滝」 

大判錦絵 嘉永６年（1853）８月 

中山道広重美術館蔵（𠮷村コレクション） 

 

現在の岐阜県養老郡養老町にある、高

さ 30 メートル、幅７メートルを誇る名

瀑・養老の滝。その起源は、『続日本紀』

に残されています。霊亀３年（717）、

元正天皇が美濃へ行幸し、この滝を訪ね

た際に「美泉以て老を養うべし」と述べ

られ、「養老の滝」と命名、年号を養老

と改めたと伝わります。本図は、苔生す

岩壁の間をまっすぐに落ちる瀑布を正面

から捉えています。描線は用いずに藍の

ぼかしのみで表された滝は、豊かな水勢

や迫力を感じさせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市公式キャラクター 

『エーナ』 
 

   恵那市役所報道発表資料   令和６年１月 15 日 

 

７．その他出品作品 

 ドーム 

 マリー・ローランサン     堂本印象「無題」  「スミレ文金彩花器」 

 「少女」 制作年不詳     1960 年代以降     1900～14 年頃 

 

   加藤唐九郎「とゝや風茶椀」 

   制作年不詳 

 

 荻須高徳「赤壁の家」 1978 年 

 

８．関連イベント ※無料（ただし観覧料が必要です） 

（１）学芸員による作品ガイド 

日 時：２月４日（日曜日）午前 10 時 30 分から 30 分間を予定 

場 所：展示室２ 

（２）解説ボランティア幽遊会による作品ガイド 

日 時：随時（要事前予約） 



作　　品　　名 作　者 材質技法 発行・制作時期 所蔵

1 六十余州名所図会　尾張　津嶋　天王祭り 歌川広重 大判錦絵 嘉永6年(1853)7月 当館蔵(𠮷村コレクション)

2 六十余州名所図会　三河　鳳来寺山巌 歌川広重 大判錦絵 嘉永6年(1853)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

3
六十余州名所図会　遠江　浜名之湖　堀江
舘山寺引佐之細江

歌川広重 大判錦絵 嘉永6年(1853)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

4 六十余州名所図会　駿河　三保のまつ原 歌川広重 大判錦絵 嘉永6年(1853)7月 当館蔵(𠮷村コレクション)

5 六十余州名所図会　美濃　養老ノ滝 歌川広重 大判錦絵 嘉永6年(1853)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

6 六十余州名所図会　飛弾　籠わたし 歌川広重 大判錦絵 嘉永6年(1853)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

7
名所江戸百景　真崎辺より水神の森内川関
屋の里を見る図

歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

8 名所江戸百景　八ッ見のはし 歌川広重 大判錦絵 安政3年(1856)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

9 名所江戸百景　増上寺塔赤羽根 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)1月 当館蔵(𠮷村コレクション)

10 名所江戸百景　逆井のわたし 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)2月 当館蔵(𠮷村コレクション)

11 名所江戸百景　請地秋葉の境内 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)8月 当館蔵(𠮷村コレクション)

12 名所江戸百景　よし原日本堤 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)4月 当館蔵(𠮷村コレクション)

13 名所江戸百景　小梅堤 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)2月 当館蔵(𠮷村コレクション)

14 名所江戸百景　綾瀬川鐘か淵フチ 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)7月 当館蔵(𠮷村コレクション)

15 名所江戸百景　神田紺屋町 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)11月 当館蔵(𠮷村コレクション)

16 名所江戸百景　愛宕下薮小路 歌川広重 大判錦絵 安政4年(1857)12月 当館蔵(𠮷村コレクション)

17 秋宵 鏑木清方 紙本淡彩・一幅 昭和30～35年(1955‐60)頃 当館蔵(𠮷村コレクション)

18 初秋 伊東深水 紙本着色 昭和30～35年(1955‐60)頃 当館蔵(𠮷村コレクション)

19 無題 堂本印象 紙本着色 1960年代以降 当館蔵(𠮷村コレクション)

20 光悦翁之図 荒川豊蔵 紙本墨画淡彩 昭和11年(1936) 当館蔵(𠮷村コレクション)

21 大原少女 森田曠平 紙本着色 昭和30年代(1965-75)ヵ 当館蔵(𠮷村コレクション)

22 晩夏 𠮷村トシ子 紙本着色 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

23 赤い壁の家 荻須高徳 油彩・キャンバス 昭和53年(1978) 当館蔵(𠮷村コレクション)

24 聖なる風景 ジョルジュ・ルオー 油彩・キャンバス 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

25 婦人 マリー・ローランサン 色鉛筆、鉛筆・紙 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

26 リオンの街 山本鼎 油彩・板 大正5年(1916) 当館蔵(𠮷村コレクション)

27 スミレ文金彩花器 Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

28 スミレ文金彩一輪挿し Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

29 スミレ文金彩小瓶 Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

30 スミレ文菓子鉢 Daum ガラス 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

31 スミレ文金彩花器 Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

32 スミレ文金彩香水瓶 Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

33 スミレ文三角皿 Daum ガラス 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

34 スミレ文水差し Daum ガラス 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

35 スミレ文金彩四角花瓶 Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

36 スミレ文金彩蓋物 Daum ガラス・金彩 1900-14年 当館蔵(𠮷村コレクション)

37 小倉百人一首　型染哥留多 栗本吉三郎 紙・布 昭和60年(1985)1月 当館蔵(𠮷村コレクション)

38 正倉院文様象牙撥鏤装身具 吉田文之 象牙染付 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

39 とゝや風茶碗 加藤唐九郎 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

40 白瓷碗 塚本快示 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

41 常滑茶碗 山田常山（三代） 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

42 釉裏金彩茶碗 小野珀子 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

43 志野茶碗 美和隆治 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

44 志野沓茶碗 加藤作助（二代） 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

45 志野茶碗 加藤作助（二代） 陶磁器 未詳 当館蔵(𠮷村コレクション)

企画展「𠮷村コレクション―日常を彩る美―」出品作品リスト






